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北九十九里海岸

北九十九里海岸の状況
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事業概要事業概要

⑥⑥再評価実施後一定期間再評価実施後一定期間55年年
が経過しているためが経過しているため

・再評価の理由・再評価の理由

平成平成3939年度年度・事業終了予定年度・事業終了予定年度

昭和昭和5454年度年度・事業化年度・事業化年度

千葉県千葉県・事業主体・事業主体

河川整備課河川整備課・事業所管課・事業所管課

北九十九里海岸北九十九里海岸((旭市旭市))・箇・箇 所所 名名

海岸高潮対策海岸高潮対策・事・事 業業 名名



北九十九里海岸北九十九里海岸((高潮対策高潮対策))対象施設対象施設

No.1
ﾍｯﾄﾞﾗﾝﾄﾞ

No.2
ﾍｯﾄﾞﾗﾝﾄﾞ

No.3
ﾍｯﾄﾞﾗﾝﾄﾞ

No.4
ﾍｯﾄﾞﾗﾝﾄﾞ

No.5
ﾍｯﾄﾞﾗﾝﾄﾞ

事業区間延長：事業区間延長：L=6,366L=6,366ｍｍ

離岸堤 離岸堤
(嵩上げ)

緩傾斜護岸

65％進捗率

36.96億円投資事業費

57.04億円全体事業費

1,814m（5基）

うち、1,076m実施済み
ヘッドランド

836m（完成）離岸堤

30m(完成)緩傾斜護岸

【【実施内容実施内容】】



北九十九里海岸の最近の状況北九十九里海岸の最近の状況

離岸堤

No.3ヘッドランドからNo.4ヘッドランド方向を臨む

H20年8月撮影 H20年8月撮影

No.4ヘッドランドからNo.5ヘッドランド方向を臨む

砂浜の回復がまだ十分でなく、
前浜の地盤が低くなっています。

ヘッドランド間では、まだ全線に渡る砂
浜の回復はみられません。



便益の算定便益の算定

<対象便益>

①侵食防護便益

海岸侵食による土地消失や資産被害が防止・軽減されること
による便益。

「侵食防護便益」=侵食による被害額

土地消失被害額、一般資産等被害額、公共土木施設被害額

②浸水防護便益

高潮による浸水から背後地の資産を守ることによる便益

「浸水防護便益」=高潮による被害額

一般資産等被害額、農地資産被害額、公共土木施設被害額、

公益事業等被害額



事業の投資効果事業の投資効果

侵食面積= 165ha

浸水面積= 255ha    

事業が実施されなかった場合・・・（５０年後）

想定浸水区域(平均地盤高T.P.＋2.46m)

想定侵食区域

工事実施済み

工事計画中

平成19年度までの砂浜回復区域
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供用開始
t=0

便益発生期間
50年間

単価の
基準年

基準年における現在価値の算定基準年における現在価値の算定

割引前合計：５７億円，割引後合計：7１億円

割引前合計：4,026億円， 割引後合計：1,152億円

費用

便益

社会的割引率を用いて

現在価値化

社会的割引率を用いて

現在価値化

社会的割引率を用いて

現在価値化

既投資費用については
デフレーターを用いて
実質価格に換算

■貨幣価値は発現時点により異なることから、社会的割引率を用いて現在価値化する

■投資費用は、海岸事業に関するデフレーター(物価指数)を用いて実質価格に換算

投資額：投資時点の貨幣価値での価格
(単純合計は投資額を合計したもの)
実質価格：単純価格を物価指数を考慮
して基準年の価格に変換したもの
現在価値化：発現時点により異なる
「1円」の価値をそろえること



単位：百万円 単位：百万円

海岸事業経緯(当時価格) デフレーター 海岸事業経緯(当時価格) デフレーター

事業費 工種 H19換算 事業費 工種 H19換算

1 S44 1969 0.322 0.318 /(1+0.04) -34 46 H26 2014 102 ヘッドランド 1.011 1.000 102 36 66 0 /(1+0.04)  11 66 23 43 0

2 S45 1970 0.341 0.337 /(1+0.04) -33 47 H27 2015 102 ヘッドランド 1.011 1.000 102 36 66 0 /(1+0.04)  12 64 22 41 0

3 S46 1971 0.350 0.346 /(1+0.04) -32 48 H28 2016 102 ヘッドランド 1.011 1.000 102 36 66 0 /(1+0.04)  13 61 22 40 0

4 S47 1972 0.373 0.369 /(1+0.04) -31 49 H29 2017 102 ヘッドランド 1.011 1.000 102 36 66 0 /(1+0.04)  14 59 21 38 0

5 S48 1973 0.475 0.470 /(1+0.04) -30 50 H30 2018 102 ヘッドランド 1.011 1.000 102 36 66 0 /(1+0.04)  15 57 20 37 0

6 S49 1974 0.574 0.568 /(1+0.04) -29 51 H31 2019 102 ヘッドランド 1.011 1.000 102 36 66 0 /(1+0.04)  16 54 19 35 0

7 S50 1975 0.580 0.574 /(1+0.04) -28 52 H32 2020 102 ヘッドランド 1.011 1.000 102 36 66 0 /(1+0.04)  17 52 18 34 0

8 S51 1976 0.615 0.608 /(1+0.04) -27 53 H33 2021 102 ヘッドランド 1.011 1.000 102 36 66 0 /(1+0.04)  18 50 18 33 0

9 S52 1977 0.664 0.657 /(1+0.04) -26 54 H34 2022 102 ヘッドランド 1.011 1.000 102 36 66 0 /(1+0.04)  19 48 17 31 0

10 S53 1978 0.733 0.725 /(1+0.04) -25 55 H35 2023 102 ヘッドランド 1.011 1.000 102 36 66 16,286 /(1+0.04)  20 47 16 30 7,433

11 S54 1979 20 傾斜型堤防 0.803 0.794 25 /(1+0.04) -24 64 56 H36 2024 102 ヘッドランド 1.011 1.000 102 36 295 16,058 /(1+0.04)  21 45 16 130 7,047

12 S55 1980 33 根固工 0.886 0.876 38 /(1+0.04) -23 94 57 H37 2025 102 ヘッドランド 1.011 1.000 102 36 295 15,831 /(1+0.04)  22 43 15 125 6,680

13 S56 1981 48 離岸堤 0.891 0.881 54 /(1+0.04) -22 128 58 H38 2026 102 ヘッドランド 1.011 1.000 102 36 295 15,603 /(1+0.04)  23 41 15 120 6,331

14 S57 1982 92 離岸堤 0.892 0.882 104 /(1+0.04) -21 237 59 H39 2027 102 ヘッドランド 1.011 1.000 102 36 295 15,376 /(1+0.04)  24 40 14 115 5,998

15 S58 1983 95 離岸堤 0.887 0.877 108 /(1+0.04) -20 237 60 H40 2028 36 295 15,148 /(1+0.04)  25 14 111 5,682

16 S59 1984 134 離岸堤 0.898 0.888 151 /(1+0.04) -19 318 61 H41 2029 36 295 14,921 /(1+0.04)  26 13 107 5,382

17 S60 1985 134 離岸堤 0.856 0.847 158 /(1+0.04) -18 320 62 H42 2030 36 295 14,693 /(1+0.04)  27 12 102 5,096

18 S61 1986 155 離岸堤 0.860 0.851 182 /(1+0.04) -17 355 63 H43 2031 36 295 14,466 /(1+0.04)  28 12 99 4,824

19 S62 1987 172 離岸堤 0.876 0.866 198 /(1+0.04) -16 371 64 H44 2032 36 295 14,238 /(1+0.04)  29 12 95 4,565

20 S63 1988 185 離岸堤 0.896 0.886 209 /(1+0.04) -15 376 65 H45 2033 36 295 14,011 /(1+0.04)  30 11 91 4,320

21 H1 1989 185
離岸堤

離岸堤嵩上げ 0.937 0.927 200 /(1+0.04) -14 346 66 H46 2034 36 607 13,744 /(1+0.04)  31 11 180 4,075

22 H2 1990 185 ヘッドランド 0.973 0.962 192 /(1+0.04) -13 320 67 H47 2035 36 607 13,477 /(1+0.04)  32 10 173 3,842

23 H3 1991 198 ヘッドランド 1.002 0.991 200 /(1+0.04) -12 320 68 H48 2036 36 607 13,211 /(1+0.04)  33 10 166 3,621

24 H4 1992 206 ヘッドランド 1.017 1.006 205 /(1+0.04) -11 316 69 H49 2037 36 607 12,944 /(1+0.04)  34 9 160 3,411

25 H5 1993 150 ヘッドランド 1.020 1.009 149 /(1+0.04) -10 221 70 H50 2038 36 607 12,677 /(1+0.04)  35 9 154 3,213

26 H6 1994 120 ヘッドランド 1.036 1.025 117 /(1+0.04) -9 167 71 H51 2039 36 607 12,411 /(1+0.04)  36 9 148 3,024

27 H7 1995 100 ヘッドランド 1.039 1.028 97 /(1+0.04) -8 133 72 H52 2040 36 607 12,144 /(1+0.04)  37 8 142 2,845

28 H8 1996 90 ヘッドランド 1.037 1.026 88 /(1+0.04) -7 116 73 H53 2041 36 607 11,877 /(1+0.04)  38 8 137 2,676

29 H9 1997 128 ヘッドランド 1.045 1.034 124 /(1+0.04) -6 157 74 H54 2042 36 607 11,611 /(1+0.04)  39 8 132 2,515

30 H10 1998 160 ヘッドランド 1.028 1.017 157 /(1+0.04) -5 191 75 H55 2043 36 607 11,344 /(1+0.04)  40 7 126 2,363

31 H11 1999 252 ヘッドランド 1.014 1.003 251 /(1+0.04) -4 294 76 H56 2044 36 891 10,952 /(1+0.04)  41 7 178 2,193

32 H12 2000 102 ヘッドランド 1.000 0.989 103 /(1+0.04) -3 116 77 H57 2045 36 891 10,559 /(1+0.04)  42 7 172 2,033

33 H13 2001 220 ヘッドランド 0.981 0.970 227 /(1+0.04) -2 246 78 H58 2046 36 891 10,167 /(1+0.04)  43 7 165 1,883

34 H14 2002 60 ヘッドランド 0.970 0.959 63 /(1+0.04) -1 66 79 H59 2047 36 891 9,775 /(1+0.04)  44 6 159 1,740

35 H15 2003 120 ヘッドランド 0.977 0.966 124 /(1+0.04) 0 124 80 H60 2048 36 891 9,383 /(1+0.04)  45 6 152 1,606

36 H16 2004 120 ヘッドランド 0.984 0.973 123 36 11 0 /(1+0.04) 1 118 35 11 0 81 H61 2049 36 891 8,990 /(1+0.04)  46 6 147 1,480

37 H17 2005 100 ヘッドランド 0.995 0.984 102 36 11 0 /(1+0.04) 2 94 33 10 0 82 H62 2050 36 891 8,598 /(1+0.04)  47 6 141 1,361

38 H18 2006 70 ヘッドランド 1.011 1.000 70 36 11 0 /(1+0.04) 3 62 32 10 0 83 H63 2051 36 891 8,206 /(1+0.04)  48 5 136 1,249

39 H19 2007 62 ヘッドランド 1.011 1.000 62 36 11 0 /(1+0.04) 4 53 31 9 0 84 H64 2052 36 891 7,813 /(1+0.04)  49 5 130 1,143

40 H20 2008 70 ヘッドランド 1.011 1.000 70 36 11 0 /(1+0.04)  5 58 30 9 0 85 H65 2053 36 891 7,421 /(1+0.04)  50 5 125 1,044

41 H21 2009 103 ヘッドランド 1.011 1.000 103 36 11 0 /(1+0.04)  6 81 28 9 0 合計 5,704 5,890 1,800 18,702 383,932 7,120 770 4,569 110,675

42 H22 2010 102 ヘッドランド 1.011 1.000 102 36 11 0 /(1+0.04)  7 78 27 8 0

43 H23 2011 102 ヘッドランド 1.011 1.000 102 36 11 0 /(1+0.04)  8 75 26 8 0

44 H24 2012 102 ヘッドランド 1.011 1.000 102 36 11 0 /(1+0.04)  9 72 25 8 0

45 H25 2013 102 ヘッドランド 1.011 1.000 102 36 11 0 /(1+0.04)  10 69 24 7 0

現在価値化後

事業費
維持
管理費

便益

事業費 維持管理費

便益

H19価格侵食便益H19価格 侵食便益 浸水便益浸水便益

便益

侵食便益浸水便益
維持管理費事業費

年 西暦 年 西暦

現在価値化前

割引率

現在価値化後

事業費
維持
管理費

便益

現在価値化前

割引率

費用合計
(H19価格)

7,690

侵食便益 浸水便益

115,244便益合計7,890費用合計402,635便益合計

基準年における現在価値の算定結果基準年における現在価値の算定結果

※H21年度以降の事業費は残事業費を最終年度まで等配分した。
※維持費は事業費の合計の0.5%とした。



費用便益比の算定表費用便益比の算定表

－

その他

79億円8億円（50年間）71億円基準年における
現在価値（C）

57億円－57億円単純合計

平成20年度基準年

合計維持管理費事業費

◆◆費用費用

1,152億円1,107億円46億円基準年における現在価値（B）

4,026億円3,839億円187億円単純便益（50年間）

平成20年度基準年

合計浸水防護便益侵食防止便益

◆◆便益便益

◆◆費用便益比費用便益比

14.614.6B/CB/C ※費用及び便益の合計は、表示桁数の
関係で計算値と異なる。



海岸事業の費用対効果分析手法 (平成9年度版) 海岸事業の費用便益分析指針 (改訂版) 平成16年6月

費用便益費増加の要因費用便益費増加の要因

一般資産被害額に対する公共土木、公益土木の割合の増加

被害率の上昇

海岸事業の費用対効果分析手法 (平成9年度版) 海岸事業の費用便益分析指針 (改訂版) 平成16年6月

1.96％100.45％100100％％

公益事業等公益事業等

被害額被害額

公共土木施設公共土木施設

被害額被害額

一般資産一般資産

被害額被害額

3％180％100100％％

公益事業等公益事業等

被害額被害額

公共土木施設公共土木施設

被害額被害額

一般資産一般資産

被害額被害額

浸水便益の増加

平成15年度評価 平成20年度評価

565565億円億円浸水便益浸水便益 1,1071,107億円億円浸水便益浸水便益

：マニュアル変更により1.5倍以上になった被害率 , ：マニュアル変更により減少した被害率

50cm未満 50～99cm
100
～199cm

200
～299cm

300cm
以上

0.045 0.151 0.229 0.480 1.000 1.000

0.021 0.189 0.489 0.889 1.000 1.000

償却資産 0.101 0.278 0.589 1.000 1.000 1.000

在庫資産 0.056 0.166 0.401 1.000 1.000 1.000

償却資産 0.000 0.187 0.308 0.416 1.000 1.000

在庫資産 0.000 0.259 0.555 0.859 1.000 1.000

事業所

農漁家

床上浸水
床下浸水

浸水深などの
規模

資産種類等

家屋

家庭用品

50cm未満 50～99cm
100
～199cm

200
～299cm

300cm
以上

0.0306 0.100 0.164 0.248 0.677 0.753

- 0.161 0.315 0.539 0.885 1.000

償却資産 - 0.103 0.248 0.463 0.875 1.000

在庫資産 - 0.234 0.471 0.733 0.984 1.000

償却資産 - 0.152 0.359 0.531 0.858 0.945

在庫資産 - 0.203 0.356 0.520 0.812 0.945

浸水深などの
規模

床下浸水
床上浸水

資産種類等

家屋

家庭用品

事業所

農漁家



便益に含まれていない効果便益に含まれていない効果
植生の回復ハマグリの増加砂の彫刻美術展の開催

ハマヒルガオ等の植生が回復し
ている。

チョウセンハマグリが増加し、採
貝漁が盛ん。

矢指ヶ浦海水浴場では毎年「あさ
ひ砂の彫刻美術展」が開催され、
多くの来場者を集めている。
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コスト縮減・代替案立案等の可能性コスト縮減・代替案立案等の可能性

○養浜の実施

⇒養浜することによる可能性

・ヘッドランド効果を高める。

・ヘッドランドの規模を暫定的に小さくする。

課題

・継続的な実施について、住民や漁業者などの利用者とのコンセンサスが計
られていない。

・大量の土砂の継続的な確保の目処が立っていない。

実現可能性のある事業

近傍の堆積箇所(銚子漁港、名洗漁港、飯岡漁港、栗山川漁港、片貝漁港他)
から侵食箇所への砂の移動（サンドバイパス・サンドリサイクル）

○コンクリート殻のヘッドランドへの再利用

⇒周辺の公共工事で発生するコンクリート殻を、ヘッドランドの中身の捨石と

して利用する。



対応方針対応方針（案）（案）

○国土保全を図るため、隣接海岸事業と連携を図りなが
ら砂浜の安定を確保するための事業を継続する。

ヘッドランド

平成8年1月撮影 平成19年2月撮影

3号ヘッドランド周辺の様子
前浜の形成など、事業効果の発現が見られます。


